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◇表紙・裏表紙写真の説明◇                                                  

本号の表紙写真は、裏表紙写真ともに、幌加内町の内海千樫氏

がご自宅のビオトープ、他で撮りためてきた生き物写真の中から

ご提供頂きました。 

・表紙：ホンドダヌキ：兵庫県立兎和野高原野外教育センターに

何日も泊まり込んで観察したときに撮影したものです。。 

・裏表紙：エゾリュウキンカ ：東北、北海道に分布し、水辺に咲き

「ヤチブキ」とも呼ばれおひたしなどにして食べられます。 

◇内海千樫氏：北海道 幌加内ビオトープ研究会代表、日本ビオ

トープ協会会員。1978年より幌加内町在住。2017年6月に写真

集「蒼鷺」（共同文化社）が出版されました。動物写真家であり、

動植物・昆虫などの写真撮影を通じて、その生態観察は欠かせ

ず長年研究を続けてこられ、ビオトープに地道に取り組んでおら

れます。 
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